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業績予想の修正に関するお知らせ

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、2026年３月26日に公表した2026年３月期（2025年４月１

日～2026年３月31日）の業績予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。

１．2026年３月期の業績予想数値の修正（2025年４月１日～2026年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益

前回発表予想（A）
百万円

1,877

百万円

△119

百万円

△117

百万円

△117

円 銭

△117.72

今回修正予想（B） 1,879 △95 △91 △55 △55.13

増減額（B⁻A） 2 24 26 62

増減率（％） 0.1％ △20.2％ △22.2％ △53.0％

（参考）前期実績

（2025年3月期）
1,747 54 56 37 37.09

２．修正の理由

売上高につきましては、主要事業が概ね計画どおりに進捗していることから、前回発表予想に

対して大きな変動は見込んでおりません。

一方、利益面におきましては、以下の要因により前回予想を上回る見込みとなりました。

まず、販売費及び一般管理費については、各種コストの見直しおよび執行の適正化を進めた結

果、人件費、外注費ならびにその他経費を中心に抑制効果が顕在化し、全体として当初計画を下

回る水準で推移しております。これにより、営業損失および経常損失は当初想定に対して縮小す

る見込みとなりました。

加えて、税効果会計において繰延税金資産を計上する見込みとなったことにより、法人税等が

減少する見通しとなり、当期純損益を押し上げる要因となっております。

これらの要因を総合的に勘案した結果、営業損失および経常損失はそれぞれ改善し、当期純損



失については前回予想から大幅に縮小する見込みとなったことから、業績予想を上方修正するも

のであります。

(注)上記の予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成されたものであり、実際の業

績は、今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。
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